
八
戸
高
等
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校
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仮
称
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に
つ
い
て 

 

青
森
県
立
八
戸
高
等
養
護
学
校
（
仮
称
）

【※

以
下
：
八
高
養
（
仮
称
）
】
は
、
青
森

県
立
特
別
支
援
学
校
教
育
推
進
プ
ラ
ン
後
期

実
施
計
画
及
び
青
森
県
立
学
校
校
舎
等
利
活

用
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
開
校
予
定

の
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
で
す
。
開
校
す

る
と
、
県
内
初
の
普
通
科
と
産
業
科
を
併
設

し
た
高
等
部
単
独
校
と
な
り
ま
す
。 
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発行：青森県立八戸高等養護学校 

   （仮称）開設準備室 

 昨年度まで、本校
高等部で学級担任
をしていました。よ
ろしくお願いします。 

 青森県立青森若葉
養護学校からの異
動です。よろしくお願
いします。 

青森県立八戸第二養護学校 校長 兼 開設準備委員長  

       神林宏喜（かんばやし  ひろき） 

青森県立八戸第二養護学校 教諭 兼 開設準備委員 

        関野浩司 （せきの  こうじ） 

学
校
開
設
の
経
緯 

 

前
身
と
な
る
現
青
森
県
立
八
戸
第

二
養
護
学
校
は
小
・
中
・
高
等
部
を

設
置
し
た
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

で
、
今
年
度
、
開
校
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。 

 
 

 

 

児
童
生
徒
の
増
加
に
伴
う
大
規
模

化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
教
室
不
足

等
の
問
題
が
深
刻
化
し
た
た
め
、
平

成
二
十
四
年
度
に
閉
校
し
た
旧
青
森

県
立
八
戸
南
高
等
学
校
の
校
舎
等
を

利
活
用
し
、
高
等
部
を
分
離
移
転
す

る
こ
と
で
、
小
、
中
学
部
、
高
等
部

と
も
に
、
学
習
環
境
の
充
実
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

高
等
部
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
、

将
来
、
生
徒
一
人
一
人
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
職
業

教
育
の
充
実
に
努
め
て
き
て
お
り
、

八
高
養
（
仮
称
）
の
開
校
に
あ
た
り

産
業
科
を
併
設
す
る
こ
と
で
、
県
南

地
区
の
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校
の

学
習
環
境
と
職
業
教
育
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

＜開設準備室について＞ 
  設置場所 ： 青森県立八戸第二養護学校内 
  住   所 ： 〒031-0815青森県八戸市松館字水野平20-19 
   Ｔ Ｅ Ｌ  ：  ０１７８－９６－６８６８ 
   Ｆ Ａ Ｘ  ：  ０１７８－９６－６８６９ 

青森県立八戸第二養護学校 教頭 兼 開設準備副委員長 

          木村琢生 （きむら  たくお）      

青森県立八戸第二養護学校 事務主幹 兼 開設準備委員     
        高嶋 忍 （たかしま  しのぶ）  

青森県立八戸西高校
からの異動です。よろ
しくお願いします。 

 皆さん、こんにちは。開設準備委員長の
神林です。本校２年目になりました。    

 来年度開校予定の青森県立八戸高等養
護学校（仮称）は、三陸復興国立公園の最
北に位置する八戸市鮫町にあります。玄関
正面には牧場が広がり、校舎からは国立
公園越しに雄大な太平洋を望むことができ
る自然豊かな環境のもと、地域に開かれた
学校づくりを目指します。 


